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害福祉政策は、構造改革路線に沿って、支援費制度、改革のグランドデザイン、障害者自
立支援法と法・制度の見直しが場当たり的に行われるとともに、政権交代もあり、また、
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第２節 先進事例から ～力動的な主体形成に向けて～ 
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第２節 「実践課題の政策化」を推進する個別プログラム 
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（注２８）津崎哲雄「ソーシャルワークと社会福祉」明石書店、２００３年、２９１ペ  ー   






（注３３）川村匡由「市町村合併と地域福祉」２００７年、ミネルヴァ書房、３～４ペ  ー  
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（注５７）岩間伸之、原田正樹「地域福祉援助をつかむ」有斐閣、２０１２年、1ペ  ー  


































































































































































































（注１６２）岡田知弘「「自治体消滅論」を超えて」自治体研究所、２０１５年、８９ペ  ー          
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